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雪舟没後５００年Sesshu Master of Ink and Brush: 500th Anniversary

総社市役所のホームページ http://www.city.soja.okayama.jp/
地域・文化・自然が支える心豊かな生活交流都市
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総社市役所は地球温暖化防止国民運動「チーム・マイナス６％」
に賛同しています。広報そうじゃは、資源保護と環境保全のた
め古紙配合率100％再生紙と大豆油インキを使用しています。
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文／岡山県立美術館学芸課長 守安 收
おさむ

中
国
か
ら
帰
国
し
た
５０
歳
の
雪
舟
は
、
応
仁
の
乱
の

戦
渦
を
避
け
て
諸
国
を
転
々
と
し
た
後
、
５０
歳
代
半
ば

に
は
豊
後
府
内
（
大
分
市
）
に
「
天て
ん

開か
い

図と

画が

楼ろ
う
」
と
名
付

け
た
ア
ト
リ
エ
を
築
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
前
に
海
が
開

け
後
ろ
に
山
が
連
な
る
と
い
う
美
し
い
景

観
の
地
で
あ
り
、
雪
舟
の
作
品
を
需も
と

め
よ

う
と
す
る
高
貴
な
身
分
の
人
や
僧そ
う

侶り
ょ

、
商

工
に
従
事
す
る
人
た
ち
が
門
前
に
列
を
な

し
、
ア
ト
リ
エ
の
中
に
は
画
筆
が
散
ら
ば
り
、
大
き
な

絵
、
書
き
か
け
の
絵
、
手
の
着
け
ら
れ
て
い
な
い
白
い

紙
が
見
え
た
と
、
同
所
を
訪
れ
た
禅
僧
呆ば
い

夫ふ

良
り
ょ
う

心し
ん
が
書

き
残
し
て
い
ま
す
。

や
が
て
旅
に
出
た
雪
舟
は
、
６０
歳
ご
ろ
に
は
石
見
国

益
田
（
島
根
県
益
田
市
）
で
、
領
主
「
益
田
兼か
ね

堯た
か

像
」

（
重
文
　
益
田
市
立
雪
舟
の
郷
記
念
館
蔵
。
下
の
写
真
）

を
描
き
ま
す
。
そ
れ
は
伝
統
的
な
大
和
絵
ス
タ
イ
ル
の

構
成
を
と
り
な
が
ら
も
、
顔が
ん

貌ぼ
う

に
は
頂ち
ん

相ぞ
う（
禅
僧
の
肖

像
）
制
作
で
培
っ
た
迫
真
的
な
水
墨
表
現
が
発
揮
さ
れ
る

と
い
う
画
期
的
な
肖
像
画
で
し
た
。

さ
ら
に
東
に
進
み
、
６２
歳
の
秋
に
は
美
濃
（
岐
阜
県
）

を
訪
れ
、
旧
知
の
人
々
と
交
遊
し
、
駿
河
（
静
岡
県
）
や

相
模
（
神
奈
川
県
）
を
経
て
、
越
後
（
新
潟
県
）
や
能
登

（
石
川
県
）
ま
で
足
を
伸
ば
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪
舟
６７
歳
時
の
山
口
在
住
が
、
了
り
ょ
う

庵あ
ん

桂け
い

悟ご

著
『
天
開

図
画
楼
記
』
に
よ
っ
て
判
明
し
ま
す
。
同
書
は
雪
舟
が

備
中
の
人
で
、
姓
は
藤
氏
で
あ
る
と
記
述
し
た
最
初
の

史
料
で
す
。
こ
の
史
料
は
、
ほ
か
に
雪
舟
が
雲う
ん

谷こ
く

庵あ
ん
と

名
付
け
た
小
画
房
を
営
ん
で
自
然
と
画
事
に
親
し
む
穏

や
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
守
護
大
内
政

弘
が
時
折
訪
れ
る
な
ど
、
彼
が
山
口
で
重
ん
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
年
、
雲
谷
庵
に
お
い
て
全
長
約
１６
ｍ

に
及
ぶ
「
山
水
長
巻
」（
国
宝
　
毛
利
博
物
館
蔵
）
を
制
作

し
ま
し
た
。
巻
末
に
は
、「
文
明
十
八
年
嘉
平
日
（
一
四

八
六
年
十
二
月
）
天
童
前
第
一
座
雪
舟
叟そ
う

等
楊
六
十
有

七
歳
筆ひ
つ

受じ
ゅ
」
の
款
記
が
あ
り
、
長
い
名
称
と
歳と
し

書が
き
を
伴

う
自
署
か
ら
は
、
こ
の
作
品
に
格
別
の
自

負
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
な

お
、「
筆
受
」
の
語
句
は
、
こ
の
絵
の
発
想

の
も
と
に
南
宋
の
画
家
夏か

珪け
い
の
山
水
画
巻

が
あ
り
、
そ
れ
を
翻
案
し
て
本
巻
が
描
か
れ
た
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
で
す
。

益
田
を
は
じ
め
各
地
を
旅
す
る

「益田兼堯像」
重要文化財　益田市立雪舟の郷記念館蔵

広
報

総
社
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お知らせ１２p

ボイス１９p

人権２０p

●シリーズ●「やっぱりええなあ。総社のまち」「介護保険」「健康アドバイス」「市長室から」６p

［輝いている人］８ｐ

松島裕一さん
［まちの話題］１０ｐ

吉備路ウォーキング大会　
レンゲの種まきほか
［市政トピックス］４ｐ

市政功労者と教育委員会表彰
「男女共同参画プラン」、「国民保護計画」への意見を募集

［地産地食］２１ｐ

あたごナシ

n木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者にn木聖鶴さん 文化功労者に ２ｐ

名誉市民推たい式 ９ｐ


